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ある UPS-PD を開発した。UPS-PD は広島大学とダイヤ工業（株）が開発した










被験者としては、Hoehn-Yahr 分類評価がⅢまでの PD 患者 5 名と、健常高齢者 4 名が
実験に参加した。実験では加速路 3[m]、歩行路 10[m]、 減速路 3[m]の計 16[m]の歩行
路を、PD 患者はアシストなしとありの 2 条件をランダムに各 3 試行、 健常高齢者は




ラメータは Pedar-X システムを使用し記録され、解析には各試行の 10[m]歩行での各
側最後から 6 歩分(装置のセッティング変更を行った被験者では 9 歩分)を使用して、ア
シストの有無による各指標の差を統計的検定により調査した。 
結果として、まず健常者に対して提案装置が悪影響を及ぼしている可能性は無いことが
示唆された。続いて PD 患者 5 名については、アシスト有の際に、3 名についてケイデ
ンスが減少し、歩行対称性が損なわれず、両脚支持期割合の変動係数が健常水準内であ
り、うち 2 名で歩行比の増加が示された。また、そのうちの 1 名で歩幅が増加する可能
性があるなど、総合的に歩行の効率性を維持・改善した上で FOG リスクが低下する可
能性が示唆された。 














した結果、本論文が博士（ 工学 ）の学位に十分値するものであると判断した。 
